
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 6 月 1 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 本特定領域に参加する計画・公募研究班で共用するための研究基盤

を構築し、研究活動の支援を行った。これにより、限られた経費の中で研究資源の共用を図り

研究連携を深める効果を発揮した。具体的には開放型検索エンジン TSUBAKI による大規模コ

ーパスの提供、広域分散コンピューティングテストベッド InTrigger、実世界インタラクション

計測分析環境 IMADE、そしてセンサーネットワーク予防医療の実験環境を構築した。 
 
研究成果の概要（英文）： This project implemented a common research infrastructure for all the 
research groups participating in this priority-area research initiative, accordingly supported all 
research activities in this initiative. Providing this infrastructure, we succeeded in  accelerating 
shared utilization of research facilities and resources within the limitation of research funding and 
strengthening the collaboration among research groups.  These shared facilities include 
(a)TSUBAKI: a open search engine for large-scale corpus, (b)InTrigger: Widely-distributed 
computing test-bed, (c)IMADE: an environment for real-world interaction measurement and 
analysis, and (d) prototyping for sensor-network based preventive medicine. 
 
交付決定額  
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 145,500,000 0 145,500,000 
2007 年度 135,300,000 0 135,300,000 
2008 年度 134,650,000 0 134,650,000 
2009 年度 133,200,000 0 120,200,000 
2010 年度 112,100,000 0 112,100,000 
総 計 660,750,000 0 660,750,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学・データベース 
キーワード：スケーラブル計算基盤、情報リンケージ、大規模コーパス、実世界インタラクシ

ョン、センサールーム、センサー、クラウド、 
 
１．研究開始当初の背景 
本領域では四つの研究項目（柱）および多

数の公募研究を並行して進める。各研究グル
ープでは、大型研究設備、超高速ネットワー
ク、大規模共通情報基盤などを必要とするが、
限られた研究経費を有効に活用し成果を最
大限にするために、研究の共通基盤を設ける
という方針を採ることにした。領域内の研究

グループ間でこれらの資源を共用し、計画研
究・公募研究に渡る連携を効果的に確立する
ために支援班を設け、ここに経費を重点的に
配分するという基本方針を立てた。支援班に
よる共通基盤整備は、国立情報学研究所の提
供するネットワーク等の活用も勘案し、また
大学等に分散する研究拠点にて効果的に供
用するための企画調整は総括班および柱長
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会議で行い、それに従って支援班で実施する
ような方針を立てた。 

 
２．研究の目的 

支援班では、領域内の柱に対応して、以下
の基盤整備を推進する。(A01) 大規模コンテ
ンツ共通評価基盤の実現、(A02) スケーラブ
ル計算基盤テストベッド構築、(A03) 実世界
インタラクション計測分析環境の構築、(B01
および領域全体)以上を総合して社会情報基
盤における実証的実験、の四項目である。
我々はこれらの研究基盤を総称して「共創プ
ラットフォーム」と呼んでいる。 
支援班で供用する設備やコンテンツは、領

域内すべての柱の計画研究および公募研究
の間で有機的な共用を図る。研究経費の 1/4
弱を支援班に重点的に割り当て、領域全体で
共有する共創プラットフォームを全員の協
力により構築・共有することにより、個々の
研究者では困難な斬新かつ骨太な実験を可
能とすることを目的とする。これは超分散シ
ステムの上で情報共有をすることを目指す
もので、研究項目を越えた連携とイノベーシ
ョン創出を加速するとともに、若手研究者の
積極的かつ献身的な研究活動を強力に支援
し、従来にない大規模な実験を効率良く実現
することを目的としており、短期間でスケー
ルの大きな先進的な研究成果を創出するこ
とを試みた。 

 
３．研究の方法 

A01 柱では、 大規模コンテンツ共通評価
基盤を実現すべく、開放型検索エンジン
TSUBAKI として実現した。また、無線セン
タネットワークの大規模実験環境として、
X-sensor を実現した。これらは、京都大学、
大阪大学のチームを中心に関連分野の研究
者を結集して構築されてきたものである。 

A02 柱では、スケーラブル計算基盤テスト
ベッド構築を目指して、 世界的に類を見な
い規模(2,000CPU 規模)の広域分散テストベ
ッド InTrigger を整備し、大規模な分散ソフト
ウェア分野の研究を効果的に促進するとと
もに、大規模計算資源は他の柱において大量
の計算を行うことに活用された。 

A03 柱では、 実世界インタラクション計
測分析環境の構築をめざして、マルチメディ
ア情報提示やロボットとのインタラクショ
ンにおける人間の発話や表情、行動をマルチ
モーダル・センサおよび生理計測装置によっ
てリアルタイムで従来より一桁高い精度で
計測する環境を実現してきた。特に、協調作
業時におけるメディア、運動、生体データを
同時に獲得ができる点が画期的であり、イン
タラクション支援における分野横断的な研
究の進展と共通ソフトウェア開発が行われ
た。 

さらに、A03 柱では柱内で行われた研究成
果を統合してデモンストレーションする環
境として、「ジャーナリストロボット」が実
現された。ここに各研究班の成果が持ち寄ら
れ統合されることにより、成果の分かり易い
アピールが可能となっている。 

さらに、当初計画にはなかったが、B01 柱
においても支援班活動をすることとし、A01
柱の支援班からセンサーネットワーク、A02
柱の支援班から大規模なデータマイニング
処理を行う計算基盤を活用し、しかも医療応
用を想定したデータ収集を行う環境をプロ
トタイピングすることによって、各柱の支援
班の基盤を融合する触媒プロジェクトとし
て機能させた。 
更に新たに企画した活動として、米国

Microsoft 社との共同研究の実現である。これ
は支援班経費を使用しない活動ではあるが、
本領域の「情報爆発」という研究コンセプト
に対して Microsoft 社が賛同し、平成 22 年度
に Microsoft 社の運営するクラウドコンピュ
ーティング環境 Azure が本領域の中のプロジ
ェクトに対して提供されるというものであ
る。この提供により、一年当たり、400 万 CPU
時間、20TBのストレージ、毎日最大150GB の
データ量の転送という潤沢な計算リソース
の使用が可能となった。支援班を中心に 7 つ
のプロジェクトを募り、パブリッククラウド
をベースとした情報学研究の課題を検討す
るということで、本領域の研究で開発された
プログラムやデータベースの移植実験が行
われる。 
 
４．研究成果 
(1)各柱の年度順による活動成果 

①A01 柱  平成 18 年度に開放型検索エン
ジン基盤 TSUBAKI の構築を開始した。超高
速頻出パタンマイニングなどアルゴリズム、
ウェブからの意見抽出などの新しい検索技
術が提案された。平成 19、20 年度には、深
い言語処理に基づくウェブ検索手法、ユーザ
のフィードバックに基づく再ランキングシ
ステム、情報リンケージによる論文情報検索
等、に支援班環境が活用され、次世代サーチ
の研究が推進された。サーチ研究を加速する
ためのソフトウェアツールの Slothlib を公開
し、研究班での利用に供した。また、「Yahoo!
ラボ」や@nifty での公開など、実社会での活
用に展開した。最終年度として日本語 Web 
1.2 億ページをコーパスとして提供し、各班
のサーチ機能の評価を行った。一方、100 以
上のノードを持つセンサーネットワーク実
験用テストベッド X-sensor 2.0 として P2P プ
ラットフォーム上への実装と提供を行った。 

②A02 柱 平成 18 年度は、広域分散コン
ピューティングテストベッド InTrigger の構
築を開始した。その上で研究成果の効率的な



キャッシュ方式により、1000 ノードでも 2 分
程度で仮想クラスタを構築する技法などが
実現された。平成 19、20 年度障害の自動検
出の枠組みを構築し、MPICH の分散環境利用
時に潜む 10 年来のバグの検出に成功した。
またペタバイト級のGfarm分散ファイルシス
テムの開発、InTrigger を利用した大規模画像
データからの超新星自動発見の国際コンテ
ストなどを行った。平成 21 年度は、広域分
散テストベッド InTrigger を更に拡充・機能を
強化し、全国で 13 拠点、1300CPU コア以上、
200 テラバイト以上の常用テストベッドとし、
その上に大規模分散データ処理基盤を実現
するための種々の研究成果を実証していっ
た。平成 22 年度には InTrigger の整備は計 17
サイトとなり、研究の取り纏めの環境として
最終的な整備を完了した。 
③A03 柱 平成 18 年度から、支援班として
開発したインタラクション計測分析環境
IMADE ルームを用いて、多人数、マルチモ
ーダルな対話状況記録をコーパス化するた
めのツールを開発した。平成 19、20 年度に
は IMADE ルームを用いてさまざまな会話状
況を設定し、会話実験記録の収集、分析を行
った。平成 21、22 年度には、柱全体の研究
成果の結集を図るため、計画班および支援班
を中核とするタスクフォースを設け、情報ネ
ットワーク社会と人とを結ぶインタラクシ
ョンシステムとして、情報コンシェルジェと
ジャーナリストロボットの開発をさらに進
めた。これらのシステムが備えるインタラク
ション機能の設計には、IMADE ルームで得
られた成果が応用された。実世界インタラク
ション計測分析環境として京都大学のセン
サルーム環境 IMADE におけるインタラクシ
ョンコーパスの閲覧・分析・ラベリング環境
を更に整備し、ソフトウェアパッケージを実
現した。さらにこれをインタラクションマイ
ニングへと展開できるような準備を整えた。 
④B01 柱 センサーネットワークを用いた地
域予防医療サービス実験をターゲットにお
いて、平成 18 年度から実際のフィールドに
おいて実証を開始した。これは制度的課題や
組織・人材面の課題も積極的に考察しようと
する点に特色がある。理論的基礎を固めるこ
とに注力し、安全・安心な情報生活空間に関
する研究等をまず行った。平成 19 年度の特
筆すべき成果として、センサーネットワーク
を用いた地域予防医療サービス実験がある。
実証的研究体制を組織し、予防医療サービス
を可能にする高度 IT 基盤技術の具現化、制度
設計、政策提言による成果の社会への反映等
に取り組んだ。平成 22 年度には、センサー
ネットワーク予防医療に関する研究は、新た
な健康管理手法として多くの企業等から高
い評価を得ることができた。生活習慣病予防
医療実験として、センサーを活用した情報収

集のため、行動情報収集システムを作成し被
験者を集めてデータ収集活動を実施した。 
(2)支援班で行われた活動の特徴 

支援班で供用する設備やコンテンツは、領
域内すべての研究項目に係る計画研究、公募
研究の間の有機的な結合を図る点に第一の
特徴がある。 
これによって、例えば、A03 柱において蓄

積した計測データを、A01 柱との共同研究に
よって実世界インタラクション・コーパスと
してコンテンツ化し、さらに京都大学に設置
されるサーバを介して A02 柱の計算基盤テ
ストベッド InTrigger での大規模処理アルゴ
リズムを共同開発するなどの活動として実
施された。従来は、メディア情報処理、ロボ
ット工学、生体計測などの個別分野において
断片的に取り組まれてきたインタラクショ
ンに関する研究の統合的な推進、分野を超え
た連携が可能となった。 
情報爆発に伴い、例えば Web 評価用テスト

コレクションの規模が、過去 2,3 年で 100G
から 1T バイトへと 10 倍の規模に切り替わる
など、研究の遂行に必要な処理コストは、現
状でも、通常一研究室で運営できる設備の限
界に迫っている。支援班が提供する共通基盤
を積極的に利用することで、研究経費の効果
的な運用を図りつつ、個々の研究課題が各々
において独自性を持つアイディアを発展さ
せることが可能となり、領域全体としての多
様性を保ち、格段の研究の発展を促す効果が
期待された。これが第二の特徴である。 

本研究によるコーパスの作成やテストベ
ッドの構築は、単なる共通基盤整備にとどま
らず、先進的な研究の創出やインセンティブ
強化の役割を担っている。 

スケーラブル計算基盤テストベッドは、従
来、各拠点の計算基盤を独立に整備すること
にとどまりがちであった大規模計算機設備
の整備方式を改め、当初から数多くの研究者
間の共有研究基盤とすることを目的とした、
新しい計算資源整備のモデルである。これに
より、従来どんな一拠点でも不可能であった
規模の実験、先進的な広域ネットワーク研究
のインセンティブ強化、研究成果の研究者コ
ミュニティでの共有、普及促進などの様々な
効果が現れた。これが第三の特徴である。 
評価基盤としてのテストコレクションや

実世界インタラクション・コーパスの作成は、
多くの研究グループで学術的に利用できる
共通の学術資産として活用できるものであ
り、また当領域の研究ターゲットに即して設
定されるタスクは先端的な研究フロンティ
アを提示し分野の研究を先導する役割も持
っていると考えている。 
さらに、今回の研究で実現した研究基盤は、

各々が国内研究の拠点として重要な役割を
果たすことが期待され、国際的にもユニーク



な位置づけを持つものである。 
(3)支援班活動の効果 
本領域において 60 を超える研究班の連携

を深め、共同研究を加速するために、支援班
の実現した共創プラットフォームは大いに
貢献した。従来情報分野の研究では、研究環
境は個々の研究者が整備するのが通例であ
った。今回、本領域では情報学においても大
規模な研究基盤が必要であること、このよう
な基盤が提供されると研究が加速されるこ
と、そして何よりも先端的研究を実施するた
めの基盤整備が重要であることが実証され
た。以下に詳述するように、それぞれの研究
基盤を実現するには、実際に先端的研究を実
施していることがまず求められ、それを共有
することにより、よい連携が生まれ発展して
いくことが分かった。基盤整備と先端的研究
とは不可分である。今後とも、我が国の情報
研究を振興するにはこのような環境がきわ
めて重要である。 

さらに、今回 A02 柱で整備された分散計算
基盤 InTrigger は、現在脚光を浴びているクラ
ウドコンピューティング環境の先鞭を付け
る構想であったことは明白である。学術研究
用に特化したクラウド環境をいち早く提案
したことが特筆すべき成果と言える。 

平成 22 年 3 月には情報処理学会全国大会
にて、支援班プラットフォームのデモ等の企
画を行い、領域全体の成果のアピールを行っ
た。また、米国マイクロソフトリサーチとの
間での共同研究の枠組みを作り、同社がクラ
ウドリソース Azure を本支援班に提供するプ
ロジェクトを行った。Azure の資源を利用す
る本領域内のプロジェクトを 7 件選定し、す
でに培われてきた研究成果の移植やクラウ
ドでのインテンシブな研究環境の課題を明
らかにすることも含めて、多方面からの研究
の基盤を本支援班で提供した。  
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